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たくましく かしこく 心豊かに

北 斗 通 信
エバーオンワード(限りなき前進）

２１日 ｢もともとゴミと

以前、あるお寺さんを いうものはない｣ 役割

訪問した時、上記の表題 を果たしたものでも、棄
す

の印刷物が目に入りまし てる前に、そのいのちをもう一度見つめよう。

た。紹介させていただきます。 ２２日 ｢運命は出会によって創造される｣ 決ま

一、夫婦は信頼し合い助け合っていこう。 った運命のレールを歩かされてきたのではない。さ

二、先祖を敬い親を大切にしよう。 まざまな触 発によって今の自分は創られた。
しよくはつ つく

三、人間の子どもにダメな子は一人もいない。そ ２３日 ｢職場こそ人間大学｣ いろいろな個性を

の子なりのよさを伸ばしお互いに長所を認め合 持った人が働いている。この生きた総合学習の場で、

おう。 日々刻々、学ばなければ、もったいない。

四、思いやりの心、感謝の心、譲り合う心、耐 ２４日 ｢人間が汚したものは、人間が清めなくて

える心を育て、積極的に人のため、社会のた はならない｣ 環境を守るのは、今生きている私

めに役に立つ子に育てよう。 たちの責務である。自分にできることから行動を始

五、父は照る、母は涙の露となり、同じ心に育つ めよう。

なでしこ。父の厳しさ、母の優しさの両性でよ ２５日 ｢挨拶は人を尊重する心の表

い子を育てよう。 現｣ 明るい挨拶の一声が、すべて

六、親は子どものよきモ の人の心に温かく届く。平和あの扉

デルとなり、子どもの を開く、挨拶名人を目指そう。

姿を通して反省しよう。 ２６日 ｢だめなものはだめだと、はっきり断るの

七、家庭教育は百の言葉よ が愛情｣ 十分甘えさせることも大切。時には｢い

り一つの実行。 けません｣ときっぱりと言う。大人も同じ。妥協が

八、子どもの人格を尊重し、子どもの心を理解 人をだめにする。

し、両親の理想を子どもに押しつけないよう ２７日 ｢何か一つ、親の喜ぶことを｣ どうすれ

にしよう。 ば親が喜んでくれるのか。親心の一端に触れること

九、物を大切にし、命の大切さを教え、かけがえ で、生きる力がみなぎってくる。

のない尊い命を自覚させよう。 ２８日 ｢山の中に入り込むと山は見えず｣ 一つ

十、親が変われば子どもが のことにのめりこむほど、近視眼になる。そこから

変わる。子どもの心が見 離れた場所に立って、見てみよう。

える親となり、子育ての ２９日 ｢人生の近道は 滑りやすくて

全ての責任は親にあると 危ない」 安易な道に足が向く。一

いう自覚を持つこと。 度痛い目に遭うと｢急がば回れ｣が身に

いかがでしょうか。今までにも子育てに関す しみる。

ることをこの通信で紹介してきましたが、共通 ３０日 ｢病気と喧嘩しても治らぬ｣ 苦しみを前

することが多々あると思います。特に｢十｣番目 向きに受け止めよう。人を許し、潤いのある心を取

のことは、｢子どもを変えようと考えるならば、 り戻せば、信号は静かに青に変わる。

まずは親が変わらなければ始まらない｣というこ ３１日 ｢終わりは次のはじまりである｣ 使った

とだと思います。まず親が一つの実行を！ぜひ 道具に感謝して元の位置に戻そう。翌朝はさわやか

我が子のために考えてみてください。 なスタートを切ることができる。

・ ・ ・「みそあじ」運動推進中 みだしなみ そうじ あいさつ じかんを守る

よい子を育てる

親への提言１０か条

みちしるべ
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